
  

資料２ 

平成２９年緑化推進運動功労者 

内閣総理大臣表彰受賞者・功績概要 
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［個 人] 

神戸
ごうど

 直
なお

日
ひ

 

長野県長野市 

 

＜功績の概要＞ 

同氏は、スギ苗木を中心に長年山林
さ ん り ん

種苗
しゅびょう

生産
せいさん

に携わっており、現在は

カラマツやスギのコンテナ苗木を生産している。従前から花粉症対策とし

て、花粉の発生が少ないといわれるクマスギを生産してきたが、現在は、少

花粉スギの生産に力を入れている。また、効率的な生産方法を探る取組

みとして、マイクロカッティング法による生産に関する試験研究にも協力する

など、新たな山林種苗生産技術の確立のため長期にわたり、貢献をしてい

る。 

さらに、平成 10年長野県で開催された冬期オリンピック競技大会におい

ては、長野市のスピードスケート競技会場やボブスレー、リュージュ競技会

場などに緑化木を植栽するなど、オリンピック関連施設の緑化に尽力した。 

 山林種苗生産に係る体制づくりや後継者育成に対しても積極的に関わ

り、長野県山林種苗協同組合、公益財団法人長野県緑の基金の理事

等の要職につき、緑化推進や種苗生産技術の向上に指導的役割を果し

ているほか、平成 16年から長野県林業経営者協会副会長（平成 28年

から会長職）を務め、林業技術の普及、指導に尽力し、長野県における林

業振興に貢献している。 

 一方、平成 15年には地元で森林整備会議を設立し、行政、企業、地

域住民、ボランティアの連携・協働による森林整備の推進に尽力している。 
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［個 人] 

杉
すぎ

山
やま

 嘉英
よしひで

 

 静岡県榛原郡
は い ば ら ぐ ん

川根
か わ ね

本町
ほんち ょ う

 

 

＜功績の概要＞ 

 同氏は、実家の家業である林業を継ぎ 39年となり、就業当時から現

在まで、地域林業を「理論」、「実践」の両面で牽引している。 

 平成 8年には、旧中川根町
なかかわねちょ う

（現川
かわ

根本
ね ほ ん

町
ちょう

）に協業体組織「ウッドクラ

フト中川根」を設立し、林業機械の共同購入・利用による利用間伐の低

コスト化・協業化を推進し、平成 11年に静岡県で開催された全国植樹

祭で森づくり宣言を行うなど、県の林業家のリーダーとして認知されてい

る。 

 また、平成 14～21年まで、旧中川根町、川根本町の町長を務め、

現在も、森林組合おおいがわ代表理事副組合長に就き、県の森林・林

業の発展に貢献している。 

 平成 27年には、林内の未利用残材を集荷、出荷し、得た利益を地

域通貨券として流通させる事業を立ち上げ、事業を開始した平成 27年

は 2 ヶ月で 184ｔの林地残材を集荷し、70万円分の地域通貨券を発

券した。この事業は、森林・林業の再生と、地域経済の発展を担う可能

性を秘めている。平成 28年は 300ｔの集荷を目標とし、さらに森林整備

に関する講習会を行うなど、きめ細やかな活動で、初心者や過去に山を

諦めた人々を林業の仲間として集めることにも尽力しており、林業のみな

らず、地域の発展に貢献している。 
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 所 在 地 

 代 表 者  

  北海道釧路郡釧路町 

  校長 大
おお

島
しま

 正
まさ

実
み

 

 

＜功績の概要＞ 

同校は、釧路川を中心に、自然豊かな釧路湿原と狭い山地に囲ま

れた地域にあり、平成 8年から、未来を担う子どもたちが湿原や河川と

ふれあうことで、釧路湿原が持つ自然の重要性について理解を高め行

動できるよう植樹活動を通じた環境保全活動をおこなっている。この植樹

は国土交通省北海道開発局釧路開発建設部と連携した「花咲かじい

さんプロジェクト」と称した活動で、釧路川流域の在来種からタネを取り、

苗床
な え ど こ

づくりから植樹までの一連作業を、学年を経て継続して行う特色ある

活動である。 

 この活動は、20年を超え、これまで延べ 5,000人を超える児童が参加

している。このような世代を超えた教育活動は流域住民の環境保全への

啓発にも繋がっており、その功績は顕著である。一昨年は 20年目となる

節目に卒業生が参加して当時植樹した樹木の視察を行うなど、在校生

とともに環境保全を実施した。 

 地域の将来を担う地元の子供たちが、湿原や河川、自然環境の大

切さを学びながら、湿原周辺での植樹活動に積極的に取り組み、その

活動を通じて、自然の大切さを先輩から後輩へ繋げることで学校全体で

の社会教育に貢献している。 
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［団 体] 

栗山町
くりやまちょう

ハサンベツ里山
         さ と や ま

計画
け いか く

実行
じ っ こ う

委員会
い い ん か い

 

所 在 地 

代 表 者 

  北海道夕張郡栗山町 

  実行委員長 
た か

高
く ら

倉 
あつし

淳  

 

＜功績の概要＞ 

同委員会では、長年放置されていた 24㏊の離農跡地とその周辺約

70㏊の林地「ハサンベツ地区」を平成 13年から「人が自然の恵みと共

存する里山」として復元する活動を開始。活動は 20年計画で進めら

れ、苗
なえ

畑
はた

・繁殖地造成などを行う「ミズバショウの花が咲いているプロジェ

クト」や、森の手入れや植樹、自然観察会などを行う「森の木陰でドン

ジャラホイプロジェクト」など童謡の歌詞をなぞった 10のプロジェクト事業を

行っており、その取組はユニークで多岐にわたっている。 

 また、5～11月の毎月第 2日曜日を「ハサンベツ里山の日」として全

町民に呼びかけ、湿原の再生など里山づくりを地域と一体となって進

め、雑木林の間伐・下枝払いや下草刈りをはじめ、洪水により浸食され

た沢に参加住民による手作業で玉
たま

石組
い し ぐ み

護岸
ご が ん

や砂防堰
さ ぼ う せ き

を設けるなど、林

地保全・林地防災の活動を行い、その体験活動から森と水、川のつな

がりを学ぶとともに、希少種ニホンザリガニの生息環境を保全し、森と里

山、人と生き物たちとの「共生」を体感する活動に尽力している。 

  こうした活動や里山を構成する田んぼ、その他の水辺地等をフィールド

として、環境学習・自然体験活動等に町内外の青少年や親子達を毎

年 2千人以上受け入れ、次代を担う若い世代を中心に、地域における

緑化思想の普及と継承にも貢献をしている。 
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［団 体] 
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宮城県白石市 

理事長 白
しら

内
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え

美
み

子
こ

 

 

＜功績の概要＞ 

 同会は、昭和 61年の発足以降 30年にわたり、荒廃地への植林や

植林地の整備等をとおして、森林復元の活動、森を守る活動を継続して

いる。 

 南蔵王の荒れ地を広葉樹の森に復元するため、試行錯誤を繰り返し

ながら森づくりの手法を独自に考案し、植林活動を実践してきた。平成

10年からナショナル・トラスト運動を開始し、平成 13年までに白石市との

共同取得地も合わせて 13.7ヘクタールの荒廃地を購入して、一般市民

や企業に呼びかけ毎年植林祭を開催し、平成 25年にはトラスト地に４

万本以上の植林を終了した。 

 植林後は定期的な枝打ちや間伐等の育林作業に取り組み、順調に

生育した箇所については一般に開放できるよう整備を行い、平成 27年

には自然観察路を 3 コース開設するなど、自然に親しめるような場づくり

を行っている。 

 また、森づくりの技術を多くの人に伝えることを目的に毎月「森の教室」

を開催し、後継者の育成にも取り組むなど、将来的にも森づくり活動が継

続されるよう尽力している。 

 同会は、活動をとおして多くの人々が自然に触れ、関心をもつ一般市

民や企業を生み出しており、自然環境保護推進の役割を果たしている。 
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［団 体] 
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人
じん

 ちば里
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山
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本
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 利
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＜功績の概要＞ 

同団体は千葉県が平成 15年に制定した里山条例を契機に、自然

豊かな里山への理解を深め､その保全や整備、活用等の事業を行うこと

を目的とし、平成 16年より活動を開始した。以来、里山ボランティアの先

駆者として、活動拠点である柏市において、里山整備活動や次世代の

里山ボランティア育成といった分野で大きく貢献している。 

普段は市内に残る最も大きな樹林地を活動の拠点とし、里山保全活

動を行うと共に、市の公園である「あけぼの山公園」の公園の老齢サクラ

の管理や、水生植物の管理など、多岐に渡る活動を行っている。 

近年は森の活用に力を入れており、芋煮会、雑煮会、音楽会といった

イベントを定期的に開催し、土地所有者や地域との交流を図っているほ

か、ボーイスカウトの野外活動の場、東京大学との共同研究のフィールド

としても活用している。また、屋内においてもパネル展示や森のネイチャー

クラフト展を積極的に実施するなど、樹林地の適正な整備による景観形

成・生態保全のみならず、その活用に力を入れることで地域住民の緑へ

の愛護心の育成にも貢献している。 

 一方で里山ボランティアの担い手育成にも携わっており、柏市が主

催する里山ボランティア入門講座の運営を行っている。毎年この講座の

卒業生達がボランティア団体を立ち上げて活動しており、現在 10団体が

生まれ、市内 15カ所の里山において整備を行っている。 
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［団 体] 

さがみ野
の

やすらぎ街
まち

づくり委
い

員
いん

会
かい

 

 所 在 地 

 代 表 者  

  神奈川県座間市 

 会長 関
せき

吉
よし

 実
じつ

治
じ

  

 

＜功績の概要＞ 

同団体は、平成 12 年から、さがみ野地区における市道の緑地帯を

花壇化する「ストリートガーデン」、商店街にある 30 か所に及ぶ花壇の維

持管理を実施する「街のガーデン」の緑化推進に努めている。 

「ストリートガーデン」は、市道沿いにある緑地帯の花壇（300m）に、

夏と冬の年 2 回、大規模な植栽を行っている。この活動では、同団体の

みならず、地元の住民、幼稚園児や中学生、米軍厚木基地下士官約

100 人など、様々なメンバーが参加し、年代や国籍を超えた交流の場に

もなってきた。現在では、東京農業大学の学生や地元スポーツ少年団

の子どもたちも加わり、その活動にさらなる広がりを見せている。また、夏の

花壇の手入れには、地元中学校のボランティアの手伝いもあり、美しい

花壇を保っている。 

「街のガーデン」では、花壇の維持管理をする里親と、その花壇に花

苗を提供するスポンサー（企業や団体）とで成り立つ里親制度を取り入

れており、地域の住民と企業の協力体制により取り組むことで、継続的

な活動ができるとともに、広大な花壇の管理を可能としている。また、花

壇のデザインは、里親に任せられ、飽きることのないバラエティに飛んだ花

壇で、街ゆく人を楽しませている。 

同団体は、こうした緑化推進活動により、地域住民のみならず、多くの

人達の緑化意識の向上、また、街づくりに貢献をしている。 
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［団 体] 

奥
おく

大
おお

野
の

村
むら

づくり委
い

員
いん

会
かい

 

所 在 地 

代 表 者 

京都府京丹後市 

委員長 田
た

村
むら

 洋
ひろし

 

 

＜功績の概要＞ 

同委員会は、平成 7年に設立され、奥大野のすばらしい豊かな自然

を活かしながら、「ふるさとの川をふたたび！」のキャッチフレーズのもと、奥
お く

大野川
お お の が わ

堤防の草刈り、市道奥大野中央線沿線を中心としたサクラソウ

フラワーロードの推進、倉
く ら

垣
がき

桜
さくら

公園の整備等の活動を行っている。 

奥大野川堤防の約 1.5キロメートルにわたる草刈り活動は、団体の設

立当初から開始し、現在では多くの住民の方が参加しており、世代を超

えた交流の場にもなっている。また、草刈り活動により、河川改修が行わ

れ、河川敷に作られた公園では、お盆に納涼祭が開催されるなど、地

域の活性化に貢献している。 

また、21年間にわたり、奥大野中央線沿線に「花の道」花いっぱい運

動に取り組んでいる。約 2キロメートルの区間にサクラソウのプランター

700個を設置しているほか、春と秋の道路一斉クリーン作戦の活動な

ど、道路緑化、美化活動に貢献している。 

平成 13年からは地域公園の整備にも取り掛かり、サクラを植樹する

オーナー制度を導入し、住民参加の緑化推進に努めている。現在で

は、約 850本のサクラの木が育つ公園となり、地域のサクラの新名所と

なっている。 

堤防の草刈りから始まった活動が、住民の緑化・環境意識の向上、

住民同士が繋がる街づくりに貢献をしている。 
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［団 体] 

西
にし

山
やま

森
しん

林
りん

整
せい

備
び

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

 

所 在 地 

代 表 者 

  京都府長岡京市 

 会長 徳
とく

地
ち

 直
なお

子
こ

 

 

＜功績の概要＞ 

同協議会は、京都府長岡京市の西域約 800ha を占める森林(＝西

山)が、社会情勢や生活様式の変化により荒廃が進んでいることに問

題意識を持ち、平成 17 年 6 月に森林所有者・地域住民・企業・NPO・

大学・行政等の多様な主体が集まり設立。「つなげたいみどりの西山

未来の子らへ」を合言葉に協働しながら森林保全活動に取り組んでい

る。 

 これまでの継続的な活動で、平成 28 年 3 月末までの森林整備面

積は 273.80ha で、西山の 3 分の 1 以上に及ぶ。また、整備により認定さ

れた CO2吸収量は 1，408t-CO2となり、低炭素社会の構築にも貢献して

いる。さらに、整備を進める上で必要な作業道を開設する際には、法面

緑化に外来種を含まない無種子
む し ゅ し

マットを採用し、地域の在来種に配慮し

た緑化にも取り組んでいる。 

 また、地域住民の森林への関心を高めるため、100 名規模の森林ボ

ランティア活動や森林ボランティア養成講座、体験型環境教育事業を

実施し参画者を増やしている。 

 このほか、森林整備で搬出した市内産材を公共施設の内装材や、

薪として販売しているほか、市内の小学校への薪ストーブの導入、小学

生が育てたドングリの苗木の補植など、地域を巻き込んだ幅広い取り組

みにより森林の多面的機能の回復と緑化の推進を図っている。 
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＜功績の概要＞ 

同団体は、平成 13 年に設立され、棚田の復元や放置林の間伐を実

施してきた。平成 19 年からは歴史的風土特別保存地区（平城宮跡地

区）内の県有地を活動場所とし、放置され荒廃していた里山の除間伐、

植樹、竹林整備、田畑の復元などに精力的に取り組んでいる。現在で

は約 16ha の県有地で活動を行い、歴史的風土の保存及び里山里地

景観の創出に貢献している。 

 活動場所の整備にあたっては、鳥・昆虫・植物の調査を行ってから着

手するなど、その土地固有の生態系の保全に配慮し行っている。 

 ナラ枯れ被害対策として、平成 23 年にコナラ（約 2,000 本）の台帳を

作成し、以後の防除に努めている。毎週の巡視観察による早期発見防

除のほか、区域を決めての皆伐、萌芽更新施業によりコナラ林の若返り

を図り、「ナラ枯れ被害に遭わない森づくり」を進めている。 

 活動は継続的かつ発展的であり、現在の会員数は 152 名であるが

毎週木曜日の活動日には毎回約 70 人が集まり、里山整備や花作り、

野菜栽培などに汗を流している。活動を見て参加を希望する近隣住民も

多く、地元小学校の環境教育に協力するなど、地域に根ざした活動と

なっている。 
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＜功績の概要＞ 

同工場は、周りが住宅街等であることから、敷地境界に高木等を配

置し、周辺環境に配慮した緑化を実施している。 

 構内では、平成 24 年にビオトープを設置。このビオトープは全て従業

員の手作りで作成されており環境学習会や蛍鑑賞会等も実施されてい

る。 

 また、地域と工場との協働事業として、地元の保育園児や従業員が

拾い集めたどんぐりを工場内で育成し、成長した苗木を外部の自然保護

活動団体へ寄贈している。なお、絶滅危惧Ⅱ類に分類されているキク

科のヒゴタイを工場内で育成し、育てた株を自生地であった都城市西岳

地区に植栽するとともに、地元小中学校へ寄贈し、学校と一体となった

種の保存活動に取り組んでいる。近年では、ひまわりを育て採れた種を

福島県南相馬へ贈呈する「南相馬ひまわりプロジェクト」を実施する等、

工場外での緑化活動にも積極的に取り組んでいる。 

 その他、従業員による部署対抗のグリーンカーテンコンテストや地域の

ボランティア活動への参加等、従業員の環境意識啓発活動にも取組ん

でいる。 

 同工場は周辺との関わりも含めた工場緑化活動に貢献している。 
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＜功績の概要＞ 

同校は、学校緑化を教育の根幹に据え、学校教育目標や地域と児

童の実態と関連付けながら、花づくりは「人づくり」の理念のもと、「花育」

に取り組んでいる。 

 「花育」を通して子供たちは、緑化環境づくりに主体的に関わり、豊か

な情操や自然への働きかけによる科学性、自主性、社会性を育んでい

る。さらに、緑化活動は、子供一人一人にとって、身近な環境問題を実

践的、体験的に学ぶ絶好の機会となっている。 

 学校には、季節感を味わえる花の品種や樹木が計画的に配置してあ

り、一人一鉢の花と学級園を立体的に組み合わせたオープンガーデン

「フラワーロード」や年間を通じて咲き誇る１万本の花は、地域の「花のス

ポット」として、地域住民のふれあい、交流の場にもなっている。 

 また、子供たちは自ら育てた花苗を、近隣の幼稚園や児童クラブ、街

頭等で地域住民に配布することで、地域の緑化活動に貢献する喜びを

体感し、そのことによって、校区内の緑地帯や公園の除草・清掃活動な

ど、住みよい地域環境・景観作りにも積極的に取り組むようになり、同校

の「花育」は、地域への広がりを見せている。 

 

 

 


